
Ozawa-Kenって何？ 
Ozawa-Kenとは、フリーのタイピングソフトです。以下、タイピングの初心者を想定して
説明を書いています。『ブラインドタッチぐらい完璧だ！』と言う人は無視してくださって

かまいません。そうでないみなさんは、ブラインドタッチをマスターしましょう！！ 
 
先輩からの助言： 
ブラインドタッチなんてできなくてもいいと思っている人、これからレポートをパソコン

で作ったりプログラムを書いたりとキーボードをタイプすることが多くなってきます。そ

うなるとブラインドタッチができる人とできない人のレポートが完成するまでの時間に格

段の差が出てきます。打つのが遅いと困る時が必ず来ますのでみんな頑張ってできるよう

になりましょう。 
 
注意：起動するためにダブルクリックする時とセッティングをするとき以外はマウスを使

わないでください！あくまでもこれはタイピング練習用のソフトです。マウスを使うとキ

ーボードでの入力を受け付けなく場合があります。 
 
 
１）まず、Ozawa-Kenを起動します。すると図１の画面が出てきます。 

 
図１：起動したときの画面 

 
 
 



２）図２のような画面が出てきたらモードを選択します。まずはセッティングをしましょ

う。セッティングを行うためには“Setting“の頭文字の“S”を押してください。キーボ
ードで“s”をタイプする！上で書いたようにマウスは使わない！ 

 
図２：メニュー画面 

３）“S”を押すと図３の画面が出てきます。今度は“yes”の頭文字の“S”のを押します。
しつこいようですがマウスで“YES”をクリックするのではなく、必ずキーボードの“Y”
を押してください。 

 
図３：“Y”を押す画面 



４）図４のような画面が出てきたらローマ字をクリックして複数の入力方法のある文字に

ついてどの表記で入力するのかを選択します。図４は私（TA 小田）の入力方法の例です。
自分の打ちやすいようにセッティングすればいいので図４と同じにする必要はありません。 
セッティングを自分用に変更し終えたと設定を保存します。そのためには saveの頭文字の
“S”を押します。もちろんマウスではなく…、しつこいって？ 
設定が保存できたらメニュー画面に戻りましょう。“MENU”の頭文字の“M”を押してく
ださい。マウスは使わず…。 
 

 
図４：セッティングの例 

 
５）メニュー（図２）に戻ったらついにブラインドタッチの練習です。 
まず、ホームポジションを覚えてもらいます。これができないとブラインドタッチは絶対

にできません。ホームポジションとはキーボード上に指を置く置き方です。 
自分のパソコンのキーボードを見てください。よ～く見ると“F”と“J”のキーのところ
に小さな突起があると思います。それが右手と左手の人差し指を置くキーの印です。もし、

自分の指が今どこにあるのかわからなくなったときは、その突起に人差し指を持ってくれ

ばホームポジションに戻すことができます。 
図５を見てください。まず、図の●印のところに指を置きます。これがホームポジション

です。そこを基準に上下に指を動かし、色分けしてあるようにキーボードを押していきま

す。人差し指は２行担当しますが、他の指は１行ずつの担当になっています。 
話が脇にそれましたが、Ozawa-Kenの説明に戻ります。 
 



 
図５：ホームポジション（引用元：http://wikipedia.org） 

 
６）Ozawa-Kenにはホームポジションを練習する用のモードがあります。それが KAWARA
です。メニューで“K”を押します。すると図６のような画面が出てきます。ここで“Y”
を押すと KAWARAをプレーできます。 
 

 
図６：KAWARA 

 
 
 



７）図７のような画面が出てきたらレベルを選択します。ブラインドタッチが全くできな

い人はレベル１から順にやっていってください。重要なのは速さより正確さです。無理に

早く打とうとして変な癖がついてしまってはブラインドタッチができなくなってしまいま

す。 
レベル１は“A,S,D,F,G,H,J,K,L,；”の位置を覚えて正確にタイピングする練習ができます。 
レベル２はレベル１の内容と“Q,W,E,R,T,Y,U,I,O,P”のキーの練習です。 
レベル３はレベル２までの内容と“Z,X,C,V,B,N,M,、,。,/”のキーの練習です。 
レベル４はレベル３までの内容と“1,2,3,4,5,6,7,8,9,0”のキーの練習です。 
レベル５はレベル４までに練習したすべてのキーを打つ練習です。 
レベルの選択はレベル１なら“１”のキーを、レベル２なら“２”のキーを、というよう

にやりたいレベルの数字を押してください。 
メニュー画面に戻りたいときは“M”のキーを、ゲームを終了したいときは“Q”を押しま
す。 

 
図７：レベルの選択 

 
 
 
 
 
 
 
 



８）レベルを選択したら（図８）“S”（START の頭文字）を押します。そうするとプレー
できます。 

 
図８：KAWARAスタート 

 
９）合格できるようになるまで頑張って練習してください。 
ちなみに図９のスコアは正確性 100％、得点 200 点です。このくらいのスコアが取れるよ
うになればブラインドタッチはほぼマスターといったところでしょうか。 

 
図９：自慢？ 



Ozawa-Ken には他に BOARD（メニューで“B”と書かれているところ）と単語を入力す
る練習（メニューで“1,2,3,4,5,”と書かれているところ。実は隠しステージもあるが…）
をするモードがあります。KAWARA がクリアできるようになったら今度は BOARD で特
殊キー（！％＆（）＝＠ [ ] ＜＞？）の練習をしましょう。ホームポジションをきちんと覚
えていない人がこれをやると変な癖がついてブラインドタッチができなくなってしまう可

能性が高いのである程度はキーボードを見ずにタイピングができるようになってから挑戦

してみてください。BOARDがレベル 10までいけるようになったらその後は単語の入力練
習です。レベル１から順にやってみましょう。どのレベルでもいいから 1000 点を越えて、
BOARD でレベル 10 までいっていて、KAWARA のレベル 5 で 150 点を越えていると…。
何が起こるかはやってみてのお楽しみということで。 
みなさん頑張ってください。 
 

2007年 4月 17日 


